
お 問 合 せ 先 ： キ ャ ン バ ス の 会 法 人 本 部 ( 0 9 8 6 ) 5 1 - 5 1 3 2  h t t p : / / c a n b a s n o k a i . j p  

(社 福 )キャンバスの会 は、弁 当 の製 造 ・配

食 サービス事 業 、ク リーニング事 業 などで、

利 用 者 さんに多 様 な仕 事 を創 出 し、社 会

的 自 立 を支援 しています。また、生 活 介 護

支 援 と して 、生 活 介 護 事 業 所 や グループ

ホームの運 営 、居宅 介 護 支 援 ・地 域生 活

支 援 な どを 複 合 し て行 っ て いま す 。 20 16

年 ４月 、重 症 心 身 障がい者 の医 療 的 ケア

を行 う診 療 所 を障 がい福 祉 サー ビス事 業

所 内 に併 設 。「 障 がいの重 さに関 わらず 、

それぞれが求 める自 立 」を支 援 しています。  

 

 

楠元洋子さんは３月７日、小生より一日早い子年の生まれ、小生

はお姉さんと慕う社会福祉法人キャンバスの会の理事長である。出

会いは障がい児 と暮らす親の会への出席である。宮崎市の中央公

民館でパネラーの一人として隣に座った。小生が障がい者の処遇に

関心を寄せるきっかけは頸髄損傷で３４年間寝たきりであった実母の

存在である。  

楠元理事長は神様から障がい児 を授かった。それが花ケ島に重

度障害者の医療施設を立ち上げた原動力である。そのために大きな

借金を背負った。障がい児を持つ親に共通する思いは親が去った後

の子供の行 く末である。この分野はこの人がやるべき、分担すべき分

野を協力する、この人に付いて行 く、そう決めた小生である。職員 も

議員や行政や国も彼女の理念にそして何 よりも猪突猛進の行動に

惚れ、引きずり込まれた。今後の主題は事業の永続と理念の連動で

ある。そこには様々な困難が待ち受けるが楠元理事長の行動に外連

味はない。「自分だったらどう処遇されたいか」を常に念頭において行

動している。「暗夜を憂 えるなかれ、一燈を引っ提げていく」と覚悟し

ている。頼もしくも心地よい姉御の西郷さんである。  

新たな航海は希望の旅、そして流転の旅である。  

皆様が健康に恵まれ、ご家族に安らぎが訪れ、キャンバスの会の

理念が連動され、益々良いお仕事がなされますよう念じております。  

       （ ～キ ャ ン バス の 会 開 設１ ５ 周 年に 寄 せ て～ ）  
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青 い空はキ ャンバ ス  

子どもの夢や親の想いを自分 色で、空いっぱいに。  

重
症
心
身
障
が
い
者
の
自
立
と
は 

「
食
べ
て
眠
り
暮
ら
す
こ
と
」 

「
知
的
や
精
神

に
障
が
い
の
あ
る
方
は
、
働

き
給

料

を
得
る
こ
と
で
社
会
的
自
立
を
目
指
す
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
日

常
の
活
動

全

て
が
大

変
な
重

症
心

身

障
が
い
者
に
と
っ
て
、
食
べ
る
こ
と
や
眠

る
こ
と
自

体

が
自
立
で
す
」
。 

利
用
者
さ
ん
の
自
立
の
た
め
に 

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
「
働
く
場
」
を
創
出 

「
私

に
は
、
重

症

心

身

障

が
い
者

の
子

ど
も
が
い
ま

す
。
か
つ
て
医

師
か
ら
は
長
く
て
七

年
と
宣

告
さ
れ

ま
し
た
が
、
医
療
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
く
四
十
歳
を

超
え
た
今
も
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
私
が
ず
っ
と

心

配

し
続
け
て
い
る
の
は
、
親

亡

き
後

の
こ
の
子
の

将

来
。
重

症

心

身

障
が
い
者
の
入

所

施
設
は
、
全

国
的
に
も
わ
ず
か
で
、
医
療
的

ケ
ア
が
必
要
な
た
め

一

時
預

か
り
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
が
で
き
る
場
も
身

近
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
子
ど
も
た
ち
を
安
心
し

て
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
地
元
に
つ
く
り
た
い

と
、
十
二
年
前
に
キ
ャ
ン
バ
ス
の
会
を
立
ち
上
げ
た
の

で
す
」 

福
祉
の
視
点
で
医
療
的
ケ
ア
を
行
う 

そ
れ
が
親
の
求
め
る
理
想
形 

二
〇
一

六
年

四

月
に
は
、
重

症
心

身

障

が
い
者
の

医

療

的

ケ
ア
を
行

う
診

療

所

「
は
な
が
し
ま
診

療

所

」
を
開

設
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
短

期

入

所

が
可

能
な
「
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
な
が
し
ま
」

の
中
に
併
設
し
、
医
療
と
福
祉
を
一
つ
の
場
所

で
ケ

ア
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
利
用
者
の
中
に
は
人
工
呼

吸
器
や
気
管
切
開
、
胃
瘻
な
ど
の
手
術
を
さ
れ
て
い

る
方
も
多

い
。
宮

崎

県

の
重

症

心

身

障

が
い
者
は

約
六
五
〇
人
。
多
く
の
方

が
支
援

を
求
め
て
い
る
。

在
宅
、
親
の
力
だ
け
で
頑
張
ら
れ
て
い
る
方
は
大
変

な
数
に
な
る
。
「
は
な
が
し
ま
地
域
を
医
療
ゾ
ー
ン
に

認
定
し
て
い
た
だ
く
よ
う
行
政
に
働
き
か
け
、
重

症

心
身
障

が
い
者
が
入
所

で
き
る
病

院
建

設
の
準

備

も
進
め
て
い
ま
す
」
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